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雲南病院だより雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
一
時
収
束
を
し
か
け
て
い
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
再
び
感
染

拡
大
を
始
め
、
新
規
感
染
者
数
が

前
回
の
第
１
波
を
超
え
る
状
況
と

な
り
、
第
２
波
と
言
え
る
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
７
月
22

日
に
は
市
内
に
お
い
て
初
め
て
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
市
立
病
院
で
は
、
入
院
患
者
さ

ん
、
外
来
患
者
さ
ん
を
お
守
り
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
市

内
感
染
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り

さ
ら
な
る
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
が
、
主
旨
を
ご
理
解
の
上
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

調理師という職業を選んだきっかけは？
　小さい頃から勉強よりも体を動かすことが好きで、
小学校の卒業文集には、大人になったら大工さんにな
りたいと書いたのを覚えています。
　両親が共働きだったので、学校の家庭科で習った卵
焼きなど、簡単な料理を家族に作ってあげると喜んで
食べてくれている姿を見て、人に料理を作る楽しさを
覚え、調理師に興味を持っていったのがきっかけです。

普段どんな仕事をしていますか？
　入院患者さんの食事を作っています。患者さんに
よって、高血圧食、糖尿病食、腎臓病食、術後食など
の治療食や、離乳食・幼児食も作ります。また最近で
は、食べ物を飲み込みにくい患者さんのために嚥

えん
下
げ

食
も多く作るようになってきています。

調理師にはいろんな専門分野があるんですか？
　一般には、和食・洋食・中華料理・製菓などの専門
分野があり、学校給食や社員食堂、ホテル、レストラ
ンなどで調理します。中でも病院の調理師は治療を担
う食事を作るため、おいしさだけでなく、患者さん一
人ひとりに合わせた栄養量や形態にも配慮が必要で
す。

雲南病院で働いてみての感想は？
　雲南病院に来る前は、松江のホテルで働いて
いました。そのため、病院で初めて調理した際、
ホテルとの違いに最初は戸惑いました。病院の
食事は、患者さんによって食事の種類や形態、
作り方が違うので覚えることがいっぱいで大変
でした。

今後、どのような調理師になりたいと思って
いますか？
　入院患者さんが早く元気になり退院されるまでの
間、個々の患者さんに合った食事を提供し続けたいと
思っています。また、栄養のある地元の食材を使って、
患者さんに喜んでもらえる調理師として頑張っていき
たいです。

調理師の仕事のやりがいを教えてください。
　調理の現場は基本的に一人ひとりに自分の持ち場が
あり、それぞれが責任をもって調理し、最終的に患者
さん一人の食事が出来上がります。一つの目標に向
かって互いに助け合いながら食事を作るときの「チー
ムワーク」がとても好きで、やりがいがあります。ま
た、作った食事を残さず患者さんに食べてもらえた時
は、頑張って調理して良かったなと感じます。

病院で働く

 医療のプロフェッショナル

　病院では、治療を行う医師や看護師をはじめ、さまざまな職種
のスタッフが働いています。
　その多くは専門性の高いスキルや知識が必要で、国が認める国
家資格を有していなければ就けない職種がほとんどです。日進月
歩の現代医療に携わる仕事であるために、常に専門知識を磨く努
力をする必要があり、高度な専門技術に加えて、コミュニケーショ
ンスキルや人間性なども求められます。また、一人の患者さんに
複数の医療スタッフが連携して、治療やケアを行う「チーム医療」
にも取り組んでいます。

調理師の仕事について
～調理師・大

お お し ま

島　浩
ひろし

（26年目）～

入
館
規
制�

　
通
常
７
時
か
ら
21
時
ま
で
の
開

庁
時
間
を
７
時
30
分
か
ら
17
時
30

分
ま
で
に
短
縮
し
病
院
の
出
入
り

口
を
正
面
玄
関
１
ヵ
所
に
限
定
し

て
来
院
者
全
員
の
検
温
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
発
熱
の
あ
る
人
（
感
染
症
の
疑

い
の
あ
る
人
）を
早
期
に
見
付
け
、

専
用
の
診
察
室
で
診
察
し
速
や
か

に
帰
宅
い
た
だ
く
こ
と
で
、
発
熱

者
と
そ
う
で
な
い
人
と
の
接
触
を

市
内
で
の
発
生
に
伴
い
病
院
が
実
施
し
て
い
る
対
策

健
常
者
と
比
べ
、
病
原
体
に
対
す

る
抵
抗
力
が
低
い
状
態
に
あ
る
こ

と
が
多
く
、
面
会
の
制
限
は
非
常

に
有
効
な
感
染
予
防
対
策
と
な
り

ま
す
。

　
付
き
添
い
や
病
状
説
明
な
ど
で

病
院
か
ら
来
院
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
病
棟
の
看
護

師
は
検
温
、
健
康
観
察
、
マ
ス
ク

着
用
、
手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
対

策
を
徹
底
し
て
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
来
院
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
状
況
に
伴
い
、
対
策
も
適

宜
変
更
い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

予
防
に
は
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避

け
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
で
す
。

常
日
頃
か
ら
こ
れ
ら
を
意
識
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
な
人
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
な
お
、
受
診
や
来
院
の
際
、
か

ぜ
症
状
の
あ
る
方
は
事
前
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

情
報
発
信�

　
当
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
院
内
感
染
を
防
止
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
の
感
染
状
況
を
鑑
み
、
対

策
を
適
宜
検
討
・
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
際
、最
新
情
報
は
、

市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
情
報
発
信
を

し
ま
す
。

少
な
く
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
以
外
の
時
間
は
全
て
の
出

入
り
口
を
閉
鎖
し
て
い
ま
す
の

で
、
救
急
等
で
来
院
さ
れ
る
際
は

時
間
外
入
口
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

感
染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、

当
面
の
間
、
入
館
規
制
を
行
い
ま

す
。

面
会
に
関
す
る
制
限�

　
原
則
、
面
会
を
全
面
的
に
禁
止

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
面
会
者
に

よ
る
院
内
へ
の
ウ
イ
ル
ス
の
持
ち

込
み
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
入
院
患
者
さ
ん
は

コ
ロ
ナ
情
勢

FILE:14

Interview

心を込めて調理しています

正面玄関で検温を実施しています

検温の様子
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　栄養管理科では、入院中の皆さんにできるだけ日常
と変わらない食事を食べていただきたいと考えていま
す。また、なるべく既製品を使わない手作りの食事や
季節を感じてもらえるメニューの提供を心掛けていま
す。

　当院では、リハビリテーション部門が充実しており、
言語聴覚士や摂食嚥下認定看護師をはじめ院内のいろ
いろな職種が連携して、以前であれば食べることは難
しいと思われていた方でも、調理方法に配慮すること
で食べていただけるように取り組んでいます。
　例えば、滑らかで均一な食事のミキサー食や、口の
中で崩れにくく安全に飲み込めるプリン食などがあり
ます。
　「食べることをあきらめない」を合言葉に、これか
らも患者さんを支えるチームの一員として、栄養管理
科一同できる限りの努力を続けていきます。

　病院の食事は治療の一環です。
　おいしく調理するだけでなく、患者さん一人ひとり
に合わせた治療食を届けるため、正確な計量も必要と
なります。
　これからも、食事を通して「食べること」と「健
康」は深く関係していることを伝えていきたいと思い
ます。

　先日、患者さんから受けた相談です。

　「よく症状があるときにいつまで様子を見たら
　 いいかわからないんです」
　これは結構複雑な問題で、症状の内容によって大き
く変わります。
　胸痛、呼吸困難、意識障害など危険な病気の可能性
が高い場合はすぐに医療機関にかかった方がいいで
す。

　一方で市民の皆さんが感じる症状の多くは軽症だっ
たり、自然に治るものが多いのも確かです。あまり早
く医療機関を受診すると、ただ様子を見るだけと言わ
れることがあるかもしれません。その一方で、症状を
我慢しすぎて、治療が遅れて入院になったり、治療が
長引くことがあります。完璧な症状の対応方法はあり
ません。

　総合診療医として提案できる「医療機関に受診した
方がいい」場合は、
①症状が数日間でどんどん悪くなる場合
②症状が突然起こった場合
③今まで感じたことがない症状
の３つです。
 

　①の場合、感染症などの危険な病気が進行している
可能性があります。数日でどんどん症状が悪くなる場
合はかかりつけ医や最寄りの医療機関に連絡し受診の
タイミングを聞きましょう。

　②に関しては、血管が詰まったり、破れたりした可
能性が高くなります。すぐに病院へ受診するのが望ま
しいです。

　③は難しいかもしれませんが、市民の皆さんが「今
回の症状はいつもと違うな」と思った時です。人はよ
くある症状に関しては鈍感になりますが、「何か変」
と思ったときはできるだけ早く医療機関を受診するこ
とを勧めます。

　常に自身の健康に気を配り、自分自身の症状をしっ
かり観察することが適切な病院受診のタイミングにつ
ながります。常日頃からかかりつけ医の先生に自身の
病気や症状についてできるだけ聞くように心掛けてみ
てください。

　この度、下記の皆さんからご寄附、ご寄贈いただきました。温かいご支援に心よりお礼申し上げます。

寄贈一覧（７月） （敬称略）
寄　　贈　　者 寄　贈　品

島根県農業協同組合 雲南地区本部 フェイスシールド

島根県医師会 アルコール消毒液、
飲料など

㈱テクノプロジェクト ウェットクリーニング
ティッシュ

寄附一覧（７月）

島根県医師会

　当院では、およそ30種類の献立を用意し、１日600～650食を提供して
います。
　調理師・調理員と管理栄養士が、それぞれの専門性を活かしながら患者さ
んの栄養管理を行い、治療を支援しています。

栄養管理科

病院紹介 地域医療　日本一をめざし
� 頑張ります !

昨年の秋に提供した栗や梨などを使ったメニュー

スモークサーモンのマリネ

ミックスリーフサラダ

アスパラとポーチドエッグのシーザーサラダ風

ポタージュ

ヒレステーキ（奥出雲和牛）

～バルサミコ酢ソースor玉葱ソース～

パン(穀物ロール・ホワイトブレッド）

杏仁豆腐風

フルーツ

menumenu

軟らかく調理したり、滑らかにして飲み込みやすくした食事
です

 ☆出産お祝い膳リニューアルのお知らせ☆
試行を重ね、６月から新メニューになりました！

担当調理師が心を込めて作ります。

出産予定の方、どうぞ楽しみにしていてください！

メイン料理は肉か

魚を選択できます

このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の
皆さんがお困りの症状や疑問について解説していきたいと思います。

総合診療医が答える

第６回：「症状はどこまで様子を見てもいいの？」
「こんな症状や疑問 持っていませんか？」

▲島根県農業協同組合 雲南地区本部

症状の強さ

突然発症

自然に治る
増悪
傾向

時間

調理の様子 盛りつけの様子

危ない症状と自然に治る症状の違い


